
意見募集期間　令和３年７月２日（金）～７月15日（木）

意見件数（意見提案者数）　　　８　件（　４組織・所属　）

番号 ご意見等の主旨 ご意見等に対する県の考え方

1

（主旨）
○県計画（案）は、現行計画が作成された平成27年度以降の県内外の情勢変化
等を踏まえ、現行計画の内容を十分に評価し、見直しを行ったものとなってい
なければならいない。
○県計画の内容は、国の基本方針の内容と調和するものでなければならない、
とされている。
○今後10年間で、本県の酪農及び肉用牛生産の生産の成長産業化の道筋を確固
たるものとする計画となることを望む。

○ これまでの酪肉近計画は、県の農業振興計画と連動しておらず、施策への
計画内容の反映が不充分でした。
○ ご指摘の点も踏まえ、県としては昨年度、農林水産基本計画をとりまとめ
取り組みを実施しているところです。
○ 今回の酪肉近計画は、この農林水産基本計画にそう形にしていますので、
ご理解をお願いします。

2

Ⅰ－３　肉用牛の生産の現状と課題
「農家戸数の減少割合は、」→「農家戸数は、」の方が文脈的に適当と思いま
す。

○ ご指摘のとおり修正します。

3

Ⅰ－６　GAP等の推進
「農林水産品の・・」→「県内畜産物の・・」の方が本計画では適当ではない
でしょうか。

○ ご指摘のとおり修正します。

4

Ⅱ－１　生乳の生産数量及び乳牛の飼養頭数の目標
　目標年総頭数が13,005頭と、現在地から増大する計画をされているが、頭数
は維持とし、１頭あたり搾乳量の増大に伴う生乳生産量の増大としていはいか
がでしょうか。
（国方針でも頭数は維持。Ｒ３年２月１日時点の調査頭数程度で維持していい
のでは。）

○ 乳用牛の頭数は、R3年段階で既に11,000頭となっており、現在予定されて
いる規模拡大計画と、農林水産基本計画に定める家族経営の継承及び規模拡大
を積み上げると現在の目標数値となります。
○ 実情及び基本計画との整合をとる観点から、案のとおりの数値とします。

5

Ⅲー２　肉用牛経営方式
　表中の飼養方式の欄、
　「舎飼」→「牛房群飼（放牧併用）」の方が適当ではないでしょうか。

○ ご指摘のとおり修正します。

6

（文言修正）

①3p.「酪農の現状と課題」4行目：「比率は全国の」→「比率は〇%であり、
全国の」
②「肉用牛生産の現状と課題」2行目：「いる一方で」→「いますが」
③同4行目（意図的？）：「生産態勢」→「生産体制」
④同13行目：「減少率は大きい」→「減少率は小さい」
⑤同14行目：「農家の規模拡大を十分に進められなかった」→「既存農家の規
模拡大や新規就農者の開拓を十分に進められなかった」
⑥4p.「GAP等の推進」3行目：「労働環境の改善」→「労働環境の見直し」
⑦5p.「耕畜連携の取組」6行目：「生産というよりも」→「生産ではなく」
⑧11p.「高収益飼料作物生産の検討」1行目：「生産できる」→「生産可能
な」
⑨13p.「イ　具体的取組」5行目：「競りシステムの更新」→「競りシステム
の見直し」
⑩同8行目：「移転・新築」→「移転」
⑪14p.「イ　食肉処理加工施設の再編整備目標」2行目：「再編整備の目標及
び計画」→「再編整備の計画」

①「農場の割合は全国の1/3ほど」に修正します。
② 基本計画の表現であり、案文のままとします。
③ 現状を踏まえると「態勢」が適当と考えます。
④ 全国の減少率が80%で、島根県が90%となるので、減少率は大きいが適正と
考えます。
⑤ この部分では、「既存農家の規模拡大」と「新規就農」を分けて記載する
よりもまとめて「農家の規模拡大」とした方が文脈から適当と考えます。
⑥ 基本計画「GAPの推進」の表現であり、案文のままとします。
⑦ 文脈を考慮すると、案文が適当と考えます。
⑧ ご指摘のとおり修正します。
⑨ 「見直し」では意味合いが異なると思うので、案文のままとします。
⑩ 新築が検討されていると聞いています。
⑪ 現状では計画も目標もありませんので、案文のままとします。

7

Ⅰ　６　ＧＡＰ等の推進

　ＧＡＰは自らの経営改善のために取組むのであり、農林水産品の販売・販路
拡大のために取り組むものではない
いわゆるNot　Batの取組であり、ブランド化ではない
この考え方を踏まえて、記載する順序を逆にする
＜修正例＞
・・・普及させることで、経営上のリスク対策、
・・・労働環境の改善等を通じて経営改善につなげるとともに、あわせて、消
費者の信頼向上と農林水産品の販売・販路拡大につなげます。

○ ご指摘の意図は理解しますが、基本計画の表現に合わせたいと思います。

8

Ⅶ（１）家畜伝染病の危機管理

（１）となっているが、（　）のない１が正しい
　Ⅰの６と同じ理由でＧＡＰは自らの経営改善のために取組むものであること
から、下から２行目のあわせて、以降の
「生産の効率化」を「農場の経営改善」に修正する

○ ご指摘のとおり（１）を１に修正します。
○ 家畜伝染病の危機管理のぶら下がる部分のGAPですので、案文が適当と考え
ます。
○ 畜産GAPに取り組む理由は、生産者により多岐に渡っています。

「島根県酪農・肉用牛生産近代化計画（案）」に対するご意見と回答


